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令和３年度会計別決算状況

合 　 　 計

区 　 分 歳入決算額 歳出決算額 差引額
4億3,398万8千円

1,798万5千円

944万5千円

854万円

2,471万5千円

359万6千円

2,182万9千円

5億211万3千円

72億6,963万8千円

12億8,688万7千円

11億5,334万4千円

1億3,354万3千円

8億315万9千円

1億7,167万6千円

9億3,951万9千円

104億7,087万9千円

77億362万6千円

13億487万2千円

11億6,278万9千円

1億4,208万3千円

8億2,787万4千円

1億7,527万2千円

9億6,134万8千円

109億7,299万2千円

国民健康保険

（ 事 業 勘 定 ）

（診療施設勘定）

介 護 保 険

後期高齢者医療

公共下水道事業

公営企業　会計

※公営企業とは
　水道事業は、一般会計などの税金で
事業を行う公共サービスとは異なり、
水道料金を主たる収入として独立採算
により事業運営しておりこのような企
業を公営企業といいます。

水道事業

3億5,160万8千円
3億4,380万5千円

780万3千円

収益
費用
損益

歳　入

民生費
26億837万9千円

　　 

土木費
9億7,183万2千円

　　　

町　税
44億7,616万5千円

77億

歳　出

72億
6,963万8千円

362万６千円

教育費
9億6,749万3千円

消防費　
3億9,744万9千円

諸支出金　
7億859万4千円

議　会　費　9,179万4千円（1.2％）

商　工　費　 2,062万3千円（0.3％）
　

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方交付税
地方特例交付金
配当割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金

3,616万円
5,933万5千円
3,443万円
1千円

 484万8千円
2,020万8千円
4,502万円
675万5千円
5,676万6千円
1,851万1千円

186万円
194万7千円
404万2千円

衛生費
5億913万3千円

公　債　費　5,006万8千円（0.7％）

繰入金
6億1,427万2千円
　　　（8.0％）

財産収入
1億2,585万8千円

地方消費税交付金
3億6,942万6千円

県支出金　
3億6,031万4千円

国庫支出金　
11億6,013万4千円
　　　　　（15.1％）
　

諸収入　
1億4,224万円

繰越金　
1億6,533万4千円

その他　
2億8,988万3千円（3.8％）

総務費
8億6,408万円

令和３年度決算を認定した！

一　般　会　計

特
別
会
計

※（　　）は構成比

返礼品の一例

※（　　）は構成比

（7.0％）

（5.5％）

（9.7％）（9.7％）

（13.3％）
（13.4％）

（11.9％）

（35.9％）
農林水産費　8,019万3千円（1.1％）
　

（4.7％）

（4.8％）

（1.6％）

（1.8％）

（2.1％）

（58.1％）

※☆津波避難タワー
☆ふれあいバス

☆ふるさと納税☆不妊治療・不育治療費助成

☆子ども医療費☆各種証明書
　コンビニ交付
　サービス事業

☆マイナンバーカード交付事業☆選　挙

 〇亀須新田に建設
　

〇マイクロバス２台を三重交通に
　委託し運行

・（歳入）９２万円
　（歳出）返礼品　：３４万円　　
　　　　　システム：　５万円
・町民が他市町にふるさと納税をしたことにより
　控除され、減収となった町税額
　金額：３,５０６万円

〇不妊症のための一部助成
〇令和３年度は所得制限を撤廃して
　助成額も増額。
〇助成数：延べ６９件

〇子育て支援を図るため
　子ども医療費及びひとり親家庭等医療助成
〇令和３年９月診療分より医療機関を受診し
　た場合の医療費の窓口無償化対象を未就学
　児から中学校終了まで拡大。
〇事業費：７,４５６万円

〇事業費：７６９万円

・事業費：８４４万円
　（国費）８４４万円　（町費　０円）

〇参議院議員選挙
・事業費：９５７万円
　（県費）９５７万円　
　（町費）　　　０円
〇知事選挙
・事業費：９１６万円
　（県費）９１６万円　
　　　　（町費）０円

事業費：１億５,５３４万円
　　（国費）９,７６０万円　
　　（町費）５,７７４万円

・鉄骨造り２階建て　
・避難面積：２階　１７７㎡　
　　　　　　屋上　２４０㎡
・避難可能人数：　４１７人

・利用者　：１３,１９４人　
・北コース：　６,９２７人
・南コース：　６,２６７人

事業費：２,１４８万円

・（歳入）コンビニ交付手数料：　３０万円
・（歳出）交付委託手数料　　：　１７万円
　　　　　システム保守管理　：２３０万円
　　　　　システム使用料　　：３７２万円
　　　　　交付運営負担金　　：　６９万円
　　　　　システム改修委託　：　７５万円
　　　　　その他　　　　　　：　　６万円

・子ども医療費助成（２７,５１０件）
　（県費）４,６００万円
　（町費）１,０７７万円
・ひとり親家庭等医療費助成（４,９５８件）
　（県費）７５８万円
　（町費）３７７万円

・不妊治療助成金：５３７万円　
　　　　　（国費）１０７万円　
　　　　　（町費）４３０万円

歳入総額の５８.１％は町
税。前年度と比べて３億
９千万円余り減少した。

歳出の多いのは民生費で、歳出総額
の３５.９％を占めている。前年度に比
べて５億５千万円余り増加している。
その原因は新型コロナ関連です。

＊交付状況

項目 
交付数
累計交付数

　　　備　　考
令和３年度中
令和４年３月３１日現在

　件数 
2,337件
6,542件

対令和４年３月３１日
現在人口（15,492人）

交付率 42.23％

窓口は役場２階町民保険課です

令和３年度決算　身近な事業
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議案のあらまし（全会一致）

区 分 議 　 　 案 　 　 名
あ 　 ら 　 ま 　 し

付託先議 案
番 号

議 決
結 果

可 決

可 決

可 決

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

可 決

一般会計補正予算（第２号）
４,６０７万６千円を追加し、予算総額を７７億７,２７９万７千円とする。
一般会計補正予算（第3号）
５,５０４万６千円を追加し、予算総額を７８億２,７８４万３千円とする。
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
事業勘定において１０８万６千円を追加し、予算総額を１１億８,０３８万６千円とする。
介護保険特別会計補正予算（第１号）
１１７万９千円を追加し、予算総額を８億２,９９７万９千円とする。 
一般会計歳入歳出決算認定について

可 決

可 決

同 意

同 意

即

即

即

教

教

教

 決

 決

 決

 決

 決

 決

総

総

総

川越町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い、当該条例の改正を行うもの。

教育委員会委員の任命について【任期は４年】
寺本　一彦（南福崎）

人権擁護委員の推薦について【任期は３年】
林﨑　淳英（南福崎）　太田　昌子（豊田一色）　川村　洋輝（豊田）

川越町職員定数条例の一部改正について

・

歳入決算額　　　　７７億　 ３６２万５,６５５円
歳出決算額　　　　７２億６,９６３万８,３６７円
歳入歳出差引額　　　４億３,３９８万７,２８８円
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
〔事業勘定〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔診療施設勘定〕
歳入決算額　　　　１１億６,２７８万９,４５８円　　　１億４,２０８万３,１０６円
歳出決算額　　　　１１億５,３３４万３,５２２円　　　１億３,３５４万２,６３８円
歳入歳出差引額　 　　　　　９４４万５,９３６円　　　　　 　８５４万　 ４６８円

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額　　　　１億７,５２７万２,４３０円
歳出決算額　　　　１億７,１６７万６,４０７円
歳入歳出差引額　　　　 　３５９万６,０２３円

介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額　　　　８億２,７８７万３,９３４円
歳出決算額　　　　８億　 ３１５万９,０１９円
歳入歳出差引額　　　　２,４７１万４,９１５円

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額　　　　９億６,１３４万７,６３８円
歳出決算額　　　　９億３,９５１万９,３６３円
歳入歳出差引額　　　   ２,１８２万８,２７５円
水道事業会計利益処分及び決算認定について
収　　　益　　　　３億５,１６０万７,５３３円
費　　　用　　　　３億４,３８０万４,９０４円
当年度純利益　　　　   　 ７８０万２,６２９円

職員総数を１３６人から１４５人とするもの。
※安藤邦晃議員より賛成討論の発言がありました。

例月出納検査の結果報告について
一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・
公共下水道事業特別会計・水道事業会計　令和4年5月分・6月分・7月分
議員派遣の報告について

令和３年度健全化判断比率の報告について

令和３年度資金不足比率の報告について

令和３年度教育委員会の点検と評価報告について

〇教育民生常任委員会による新潟県聖籠町訪問　○第74回三重県町村議会議長会定期総会・
自治研修会　○三重郡議会議長会正副議長会議
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３
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９
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◎　
令
和
４
年
度
川
越
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

Ｑ　
多
文
化
共
生
の
実
態
調
査
は
、
何
名

ぐ
ら
い
が
対
象
な
の
か
。

Ａ　
約
６
０
０
名
が
川
越
町
に
登
録
し
て

い
る
。
郵
送
、
も
し
く
は
訪
問
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
進
め
て
い
る
。　

Ｑ　
防
犯
カ
メ
ラ
事
業
で
工
事
費
を
全
額

減
額
と
い
う
こ
と
だ
が
。

Ａ　
企
業
で
設
置
か
ら
全
部
の
手
続
を
し

て
も
ら
え
る
。

Ｑ　
全
体
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
数
は
。

Ａ　
58
台
で
、
数
は
変
わ
り
は
な
い
。

Ｑ　
令
和
３
年
度
の
任
用
職
員
が
多
過
ぎ

る
が
、
有
事
に
な
っ
た
と
き
に
、
果
た

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会

■
総
務
建
設
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

し
て
任
用
職
員
を
ど
こ
ま
で
動
員
で
き

る
か
。

Ａ　
大
規
模
災
害
時
の
状
況
次
第
に
も
よ

る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
通
常
の
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
正
規
職
員

で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
職
員
採
用
は
新
卒
ば
か
り
で
な
く
、

中
途
採
用
も
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
職
種
に
よ
り
年
齢
構
成
を
変
え
て
い

る
が
、
専
門
職
に
つ
い
て
は
少
し
年
齢

を
上
げ
て
40
歳
手
前
で
、
一
般
行
政
職

は
30
歳
手
前
ま
で
の
枠
で
募
集
を
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
試
験
を
行
い
、
採
用

し
て
い
る
。

Ｑ　
職
員
定
数
１
３
６
名
の
定
員
で
現
在

１
２
５
名
と
い
う
の
は
、
１
人
当
た
り

に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
現
状
は
。

Ａ　
時
間
外
勤
務
手
当
の
総
時
間
を
考
え

る
と
、
他
市
町
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い

る
状
況
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
や
は
り

職
員
に
は
大
分
負
担
を
か
け
て
い
る
と

い
う
の
は
実
態
と
し
て
分
か
っ
て
い
る

の
で
、
増
員
を
計
画
し
て
い
る
。

◎　
令
和
４
年
度
川
越
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

Ｑ　
５
回
目
の
接
種
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
国
は
５
回
目
の
接
種
も
対
象
に
し
て

い
る
。
４
回
目
接
種
後
か
ら
次
の
接
種

ま
で
の
間
隔
は
、
現
在
国
も
調
整
中

で
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
期
日
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
に
併

せ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
同

時
接
種
を
希
望
す
る
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
医
師
会
等
々
と
も
こ
れ
か
ら
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ｑ　
男
性
の
育
児
休
暇
は
何
人
取
ら
れ
て

い
る
か
。

Ａ　
今
年
度
で
１
名
。

　令和４年第３回定例会は、９月２日から15日までの14日間の会期で行われた。初日は、
８人の議員が町長に対して一般質問を行い、続いて町長より議案13件の提案があり、審議
後、２件を原案同意した。議案11件は、各委員会に付託され、審査することとなった。
　最終日には、各委員会に付託された案件及び追加提案された議案１件を全て原案可決した。

第３回　９月定例会

※付託先欄　総  …総務建設常任委員会　教  …教育民生常任委員会　決  …決算特別委員会　即  …本会議即決

令
和
４
年
度

補　

正　

予　

算

令
和
３
年
度

決　

算　

認　

定

議案
第37号

議案
第38号

議案
第39号

議案
第40号

議案
第41号

議案
第42号

議案
第43号

議案
第31号

議案
第32号

議案
第36号

議案
第33号

議案
第44号

議案
第34号

議案
第35号

条
例
改
正

そ
の
他

❖
審
査
の
内
容
及
び
結
果

　

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
慎

重
審
査
を
行
い
、
全
て
を
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

報　

告

報告
第10号

報告
第8号

報告
第7号

報告
第６号

報告
第9号
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

８
人
の
議
員

８
人
の
議
員

ご意見
お待ち

しています

表
　
彰

９月定例会一般質問９月定例会一般質問 　　第３回定例会における、一般会計及び特別会計補正予算の主な内容は下記のとおりです。

※主だった事業の抜粋であるため、補正金額の合計とは一致しません。

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

〇
編
集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て

　
　
い
つ
も
そ
う
な
の
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
堅
い
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
若
い
人
達
は
読
み
づ
ら
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
表
紙
に
つ
い
て

　
　
い
つ
も
の
明
る
い
感
じ
と
違

っ
て
こ
の
写
真
も
素
敵
で
す
。

○
議
決
結
果・あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

　　
前
よ
り
は
見
や
す
く
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

〇
補
正
予
算
の
概
要
・
委
員
会

Q
A
に
つ
い
て

　　
商
品
券
に
つ
い
て
は
み
ん
な

知
り
た
い
事
で
あ
り
が
た
い
情

報
で
す
。

〇
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
　
他
に
つ
い
て

　
　
聖
籠
町
の
事
、
も
っ
と
知
り

た
い
で
す
ね
。

○
一
般
質
問
に
つ
い
て

　
　
P
6
の
※
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。

○
ま
ち
の
元
気
な
ひ
と
に
つ
い
て

　　
知
ら
な
い
団
体
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〇
そ
の
他
自
由
記
述

　　
予
算
の
関
係
上
難
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
レ
イ
ア
ウ

ト
を
も
う
少
し
柔
ら
か
く
イ
ラ

ス
ト
も
多
め
に
す
る
と
も
っ
と

読
み
や
す
く
手
に
取
っ
て
も
ら

い
や
す
く
な
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
い
つ
も
情
報
発
信
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
ま
ち
の
元
気
な
人
、
議
会
の

事
務
局
の
方
々
や
議
員
さ
ん
の

事
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
紹
介
が

あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
Q
R
コ
ー
ド
の
映
像
が
と
て

も
き
れ
い
で
見
や
す
か
っ
た
で

す
。
や
っ
ぱ
り
映
像
の
方
が
わ

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
去
る
８
月
２
日
の
三
重
県

町
村
議
会
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、
多
年
議
会
議
員
（
13

年
）
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
山
下
裕
矢
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
ホ
テ
ル
花

水
木
に
お
い
て
、
北
勢

地
区
5
町
の
議
員
が
会

し
て
、
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

奥
村
幸
治
さ
ん
で
、

「
一
流
の
習
慣
術
」
を

学
び
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
も

と
に
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

※一般質問とは…町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの
　　　　　　　　報告・説明を求め町政運営が適切かチェックするもの
※一般質問とは…町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの
　　　　　　　　報告・説明を求め町政運営が適切かチェックするもの

◉ 安藤　邦晃　議員 ………8
・プラスチック資源循環促進法への対応は
・当町のヤングケアラーに対する対策は

・社会福祉施設等建設の進展は
・オープンデータとは何か

◉ 栁川　平和　議員 ………13
　　　

・これからの新型コロナ感染防止の対応は

・当町の健康増進計画は

◉ 早川　茂樹　議員 ………11

・我が町の危険な空き家の現状は

◉ 寺本　由美　議員 ………15
　　　・女性の社会進出や就業の支援は

・川越中学校の部活動の校外指導者は

・中央雨水幹線の水質検査は
・長期断水時の水不足の解消策は
・県内最低のコロナワクチン接種率原因は

◉ 山下　裕矢　議員 ………9
　　　

◉ 杉本　雅照　議員 ………12
　　　

・町の行事 開催・中止に当たって判断材料としての
　線引きは（指針等）

令和４年６月定例会より、議会録画映像の配信を開始しました。
各議員の一般質問へは右のＱＲコードから映像配信へジャンプできます。
または、町ホームページの『議会』より『議会映像インターネット配信』へ
お進みください。 映像配信トップ

◉ 森　　英郎　議員 ………10
　　　

◉ 片山　庄平　議員 ………14
　　　

９月補正予算の概要

会計種別 補正金額

４，６０７万６千円（第２号）

主な事業内容

第２期防犯カメラ設置事業

５，５０４万６千円（第３号）

１０８万６千円（第１号）

１１７万９千円（第１号）

△8,773万8千円

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計
介護保険事業
特 別 会 計

国民健康保険税還付金

支払基金返還金 117万9千円

108万6千円

5,504万6千円電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付金事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業 7,324万8千円

子育て世帯等臨時特別支援事業及び
事務費補助金返還金 131万4千円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金
事業費返還金 5,700万円

北勢５町議会議員研修会
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一般質問 一般質問

プラスチック資源循環促進法への対応は

　
　
　
　

今
年
４
月
「
プ

　
　
　

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
」
が
施
行
さ

れ
た
が
、
こ
の
法
律
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
現
代
社
会
に
不
可
欠

な
素
材
で
あ
る
が
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や
気

候
変
動
問
題
、
諸
外
国
の

廃
棄
物
輸
入
規
制
強
化
な

ど
へ
の
対
応
を
契
機
と
し

て
、
国
内
に
お
け
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循

環
の
促
進
等
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
当
町
と
し
て
も
、
重

要
で
あ
り
看
過
出
来
な
い

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

今
後
ど
の

　
　
　

よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

現
在
、
当

四日市市や朝日町と検討していく（町長）

町の行事　開催・中止に当たって判断
材料としての線引きは（指針等）
指針や感染状況による線引きはしておらず、町の感染症
対策本部にて、開催の有無を決定している（町長）

当町のヤングケアラーに
対する対策は
関係部局と連携を図り、必要な対応を
とっていく（教育長）

　

６
月
の
定
例
会
で
の
一

般
質
問
に
あ
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
町
の
行
事
、

各
地
区
の
行
事
が
中
止
に

な
っ
て
い
る
中
、
各
地
区

の
行
事
の
開
催
に
つ
い
て

地
区
自
ら
の
判
断
に
よ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
各

地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
た

行
事
や
中
止
に
な
っ
た
行

事
が
あ
り
開
催
に
当
た
り
、

担
当
者
等
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

町
の
行
事
の
開

　
　
　

催
に
関
し
て
ど
の

よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　

町
長　

　
　
　
　
　
　
今
年
の
７

月
に
第
７
波
が
到
来

し
て
以
来
、
当
町
に

お
い
て
も
急
激
に
感

染
拡
大
が
広
が
り
、

一
層
の
感
染
対
策
が

必
要
な
状
況
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
町
の
事
業
、

行
事
の
開
催
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
感
染
を
拡
大
さ

せ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
国
、
県
か
ら
発
出
さ

れ
る
緊
急
事
態
宣
言
や
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

な
ど
の
指
針
を
も
と
に
、

ま
ず
、
所
管
課
が
、
一
つ

ひ
と
つ
の
事
業
や
行
事
の

目
的
、
ま
た
、
開
催
す
る

場
合
は
、
感
染
予
防
対
策

の
徹
底
が
可
能
か
、
内
容

の
縮
小
が
可
能
か
、
延
期

が
可
能
か
、
ま
た
は
、
中

止
が
妥
当
で
あ
る
か
等
に

つ
い
て
検
討
し
、
町
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
の
会
議
に
お

い
て
提
案
し
、
開
催
の
有

無
を
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

開
催
・
中
止
に

　
　
　

当
た
っ
て
判
断
材

料
と
し
て
の
線
引
き
（
指

針
等
）
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

一
律
に
国
、
県

か
ら
の
指
針
や
、
感
染
状

況
に
よ
る
線
引
き
は
し
て

お
ら
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
の

事
業
や
行
事
の
目
的
、
ま

た
、
開
催
し
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
て
開
催
の
有
無
を

決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

町
か
ら
あ
る
一

　
　
　

定
の
指
針
等
が
発

信
さ
れ
て
い
れ
ば
、
あ
る

程
度
の
判
断
材
料
に
な
る

と
思
う
が
今
後
町
と
し
て

の
各
地
区
へ
の
線
引
き

（
指
針
等
）
の
発
信
の
考

え
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
、
各

団
体
に
お
け
る
必
要
性
等

の
状
況
に
応
じ
て
、
開
催

町
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

埋
め
立
て
ゴ
ミ
と
し
て
収

集
し
て
い
る
が
、
再
商
品

化
の
た
め
、
さ
ら
に
細
か

く
分
別
す
る
必
要
が
あ
り
、

法
律
の
趣
旨
は
理
解
し
て

い
る
が
、
ご
み
処
理
を
事

務
委
託
し
て
い
る
四
日
市

市
や
朝
日
町
と
今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
て
く
。

　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
　
　

専
用
ゴ
ミ
袋
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
が
、
如
何
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長
　

　
　
　
　
現
時
点
で
は
、

具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な

い
。

　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
　
　

の
再
商
品
化
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長　

　
　
　
　

現
在
も
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
な

ど
業
者
に
引
き
渡
し
再
商

品
化
し
て
お
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
も
再
商
品
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

　
　
　

ー
に
つ
い
て
、
教

職
員
等
へ
の
認
識
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

日
々
の
学
校
生

活
で
児
童
生
徒
の
様
子
を

注
意
深
く
観
察
す
る
教
職

員
等
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
の
認
識
を
深
く

持
つ
こ
と
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
県
が
開
設
し
て
い
る

「
ネ
ッ
ト
D
E
研
修
」
の

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す

る
講
座
等
を
受
け
る
よ
う

各
学
校
へ
周
知
徹
底
し
て

い
る
他
、
研
修
会
等
も
活

用
し
な
が
ら
認
識
を
深
め

て
い
る
。

　
　
　
　

「
ケ
ア
ラ
ー
支

　
　
　

援
条
例
」
を
制
定

す
る
考
え
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

今
年
度
、
県
が

実
施
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
実
態
調
査
及
び
対
応
事

例
を
ま
と
め
た
報
告
書
が

作
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ

ら
も
参
考
に
し
た
う
え
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

高
校
生
や
高
校

　
　
　

に
い
か
ず
働
い
て

い
る
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

子
ど
も
家
庭
課
長

　
　
　
　

「
川
越
町
要
保

護
児
童
対
策
等
地
域
協
議

会
」
に
お
い
て
、
情
報
の

収
集
・
共
有
を
行
い
把
握

に
努
め
て
い
る
。

の
可
否
を
決
定
さ
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
も
、
同
様

に
町
が
線
引
き
を
作
成
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
で
開
催
の
可
否

の
決
定
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
判
断

材
料
の
一
つ
と
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
町
行
事
の

開
催
状
況
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
区
長
会
な

ど
を
通
じ
て
、
情
報
発
信

は
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　

ジ
や
区
長
会
で
の

情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、

各
所
管
課
が
担
当
す
る
諸

団
体
の
事
業
に
関
し
て
、

も
っ
と
詳
し
い
情
報
が
伝

え
ら
れ
る
体
制
が
あ
れ
ば

そ
の
団
体
の
一
つ
の
判
断

材
料
に
な
る
と
思
う
が
、

今
の
ま
ま
の
発
信
体
制
で

今
後
も
進
ん
で
い
く
の
か
。

所
管
課
へ
問
い
合
わ
せ
等

が
あ
っ
た
場
合
は
、
詳
細

情
報
等
な
ど
の
案
内
は
し

て
も
ら
え
る
の
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　

基
本
的
に
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
区

長
会
に
お
い
て
、
情
報
発

信
を
今
後
も
行
っ
て
い
く

が
、
町
事
業
に
つ
い
て
、

所
管
課
に
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
中

止
の
理
由
、
あ
る
い
は
、

実
施
す
る
場
合
の
留
意
点

等
に
つ
い
て
、
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
各
団
体
の

行
事
等
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問

問問

問

再

再

再答

答 答

答

答

答
答

山下裕矢 議員 安 藤 邦 晃 議員
問

問

問

再

答

答

答

答

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会
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一般質問 一般質問

当町の健康増進計画は

　

健
康
寿
命
を
延
長
し
、

自
立
し
た
生
活
が
出
来
る

期
間
を
延
ば
し
、
ま
た
、

生
活
習
慣
病
が
死
亡
原
因

の
半
数
以
上
を
し
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
種
検
診

等
で
早
期
発
見
、
早
期
治

療
、
重
症
化
予
防
の
推
進

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
健

康
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
令
和
２
年
に

10
年
計
画
で
策
定
さ

れ
た
健
康
増
進
計
画

の
取
り
組
み
の
中
で

基
本
目
標
と
し
て
６

項
目
あ
る
が
、
そ
の

内
の
３
項
目
の
進
捗

状
況
は
。

キャッチフレーズを「みんなで実践！川越いきいき健康習慣」
とし、令和２年から令和１１年度までの１０年間とした（町長）

これからの新型コロナ感染防止の
対応は
刻 と々変化する情報を把握し、新しい情報を発信できる
よう努める（町長）

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
、

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
の
4
回

目
接
種
が
で
き
る
方
は
、

60
歳
以
上
の
方
、
18
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
方
で
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
や
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
方
、
そ
し

て
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
方
々
に
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
し
て
い
る
方
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
方
で
4
回
目
接
種
を
希

望
す
る
方
は
接
種
可
能
な

の
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
以
外
の

方
は
、
接
種
対
象
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

感
染
が
疑

　
　
　

わ
れ
た
場
合
、

町
民
が
ま
ず
ど
こ
に

受
診
を
し
た
ら
良
い

の
か
な
ど
の
医
療
機

関
情
報
や
行
動
の
導

線
を
も
っ
と
明
確
に
し
て

は
。

　
　
　
町
長

　
　
　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
「
よ
く
あ
る
お

問
い
合
わ
せ
」
を
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
今
後
も
新

し
い
情
報
が
発
信
で
き
る

よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　
　

自
分
で
感
染
を

　
　
　

簡
単
に
確
認
で
き

る
よ
う
に
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
等
を
希
望
者
に
無
償
で

提
供
で
き
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　
　
　
　
県
が
指
定
す
る

医
療
機
関
や
薬
局
で
無
料

の
抗
原
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
す

る
だ
け
で
は
、
法
に
基
づ

い
た
指
導
が
出
来
な
い
の

で
、
当
町
で
は
配
布
は
予

定
し
て
い
な
い
。

抗原検査キット

いきいきセンターの階段

　
　
　
　

町
内
の
薬
局
は

　
　
　

全
て
対
象
と
な
る

の
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　

対
象
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
近
隣
だ
と
ウ

エ
ル
シ
ア
四
日
市
蒔
田
店

と
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
江
場

薬
局
。

　
　
　
　

現
在
、
療
養
期

　
　
　

間
は
ど
の
よ
う
な

運
用
か
。

　
　
　
町
長

　
　
　
　

現
在
の
と
こ

ろ
、
療
養
期
間
は
、
陽
性

で
無
症
状
の
場
合
は
7

日
。
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
発
症
か
ら
10
日
。
濃

厚
接
触
者
は
、
最
終
接
触

日
か
ら
5
日
の
待
機
と
な

る
。
た
だ
、
今
後
、
療
養

期
間
の
変
更
が
予
想
さ
れ

る
。

　
　
　
　

日
々
継
続
し
た

　
　
　

身
体
活
動
・
運
動

習
慣
づ
く
り
の
進
捗
状
況

は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
１
回
30
分
以
上

の
運
動
習
慣
が
な
い
人
の

割
合
や
、
歩
行
速
度
が
遅

い
人
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
メ
タ
ボ
予
防
を

目
的
と
し
た
運
動
教
室
の

実
施
や
、
川
越
キ
ラ
キ
ラ

体
操
の
周
知
を
継
続
、
ま

た
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

の
エ
レ
ベ
ー
タ
―
と
階
段

に
少
し
で
も
運
動
習
慣
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
健
康

標
語
の
プ
レ
ー
ト
を
設
置

し
た
。
今
年
度
は
あ
い
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
く
予
定
。

　
　
　
　

８
０
２
０
を
め

　
　
　

ざ
し
た
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

３
歳
児
の
う
歯

（
虫
歯
）
の
有
病
率
が
高

く
な
り
、
30
代
検
診
受
診

者
に
お
い
て
、
定
期
的
に

歯
科
検
診
を
受
け
る
割
合

が
低
く
な
っ
て
い
る
、
さ

わ
や
か
歯
科
検
診
は
向
上

が
見
ら
れ
た
。

　
　
　
　

検
診
・
健
診
受

　
　
　

診
に
よ
る
生
活
習

慣
病
対
策
の
促
進
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
受
診
率
と
比
較
す
る
と
、

低
い
傾
向
に
あ
る
。
最
も

多
い
が
ん
の
予
防
の
た
め

に
、
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
対
象
者
へ

の
個
別
案
内
と
共
に
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

行
政
情
報
番
組
、
川
越
町

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
通
じ
健
診
案
内
を
広
く

周
知
す
る
他
、
50
代
60
代

全
員
の
方
に
、
ハ
ガ
キ
に

て
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
町
民
の
方

が
集
ま
る
場
に
出
向
き
周

知
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　

が
ん
検
診
に
つ

　
　
　

い
て
、
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
周
知
は
で
き
な
い
か
。

　
　

　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
新
た
な
受
診
者

を
い
か
に
増
や
し
て
い
く

か
、
そ
の
き
っ
か
け
を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か

が
大
事
で
あ
り
、
内
容
に

つ
い
て
も
具
体
的
な
検
診

内
容
や
当
町
の
検
診
は
安

価
で
受
診
で
き
る
こ
と
も
、

受
け
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、

地
区
の
健
康
教
室
や
各
団

体
の
集
ま
り
な
ど
に
積
極

的
に
出
向
き
、
検
診
に
対

す
る
疑
問
な
ど
に
直
接
答

え
、
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
で
、
が
ん
検
診
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

町
内
で
一
人
暮

　
　
　

ら
し
の
方
や
家
族

も
濃
厚
接
触
者
で
外
出
が

で
き
な
い
場
合
、
食
料
調

達
の
手
助
け
を
町
で
出
来

な
い
の
か
。

　
　
　
町
長

　
　
　
　
保
健
所
に
申
し

出
を
行
え
ば
、
現
在
も
配

布
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者

や
支
援
が
必
要
な
方
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

国
は
５
歳
か
ら

　
　
　

11
歳
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
「
努
力
義
務
」
と

し
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ

た
が
、
当
町
で
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
当
町
と
し
て
、

そ
の
年
代
の
接
種
率
が
低

い
の
で
、
未
接
種
者
に
対

し
個
別
通
知
を
行
っ
て
い

る
。

・
・

問

問

問

再

答

答

答

答

早川茂樹 議員
問

問

問

問

問

再

再

答

答答

答

答

答

答

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

森　英郎 議員
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一般質問 一般質問

我が町の危険な空き家の現状について

　
　
　
　

何
度
か
一
般
質

　
　
　

問
で
も
上
が
り
、

私
も
平
成
27
年
に
質
問
し

て
い
る
、
我
が
町
の
危
険

な
空
き
家
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
、
危

険
な
の
で
何
と
か
な
ら
な

い
か
と
何
度
と
な
く
声
を

聞
い
て
い
る
。

　

長
年
、
毎
日
見
て
い
る

が
、
年
々
危
険
度
が
増
し
、

屋
根
は
抜
け
落
ち
、
道
路

側
の
瓦
も
い
つ
落
ち
る
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
、
申

し
訳
程
度
の
バ
リ
ケ
ー
ド

は
あ
る
が
、
信
号
待
ち
で

瓦
が
落
ち
て
当
た
れ
ば
、

怪
我
は
必
至
、
今
ま
で
け

が
人
が
出
て
な
い
の
が
奇

跡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

危
険
な
状
態
が
悪
化
し
な

が
ら
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

行
政
と
し
て
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
空
き
家
等
対

策
特
別
措
置
法
で
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
。

　

所
有
者
と
の
話
も

含
め
、
現
在
の
状
況

は
。

業者と話しを進めており、助言しながら進めていく（町長）

社会福祉施設等建設の進展は
本年8月から設計業務委託に着手。候補地は地権者と
協議中（町長）

オープンデータとは何か
官民データ活用推進基本法に基づく
データの一つ（町長）

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
デ
ー

　
　
　

タ
を
ア
ッ
プ
す
る

意
味
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

国
民
参
加
、
官

民
協
働
推
進
を
通
じ
た
諸

課
題
の
解
決
と
経
済
活
性

化
、
行
政
の
高
度
化
・
効

率
化
・
透
明
性
・
信
頼
性

の
向
上
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
　
　
　

ア
ッ
プ
さ
れ
て

　
　
　

い
る
デ
ー
タ
は
何

を
根
拠
に
選
択
さ
れ
た
の

か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
庁
が

公
開
と
そ
れ
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
推
奨
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
と
し
て
と
り
ま

と
め
て
い
る
。

　
　
　
　

だ
れ
が
ど
の
よ

　
　
　

う
に
利
用
す
る
の

か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

営
利
目
的
、
非

営
利
目
的
を
問
わ
ず
、
誰

も
が
無
償
で
利
用
で
き
る
。

生
活
を
便
利
に
す
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
や

サ
イ
ト
を
構
築
す
る
企
業
、

公
共
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

調
査
、
研
究
す
る
学
術
機

関
等
。

　
　
　
　

場
所
等
で

　
　
　

現
時
点
で
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

場
所
は
地

権
者
と
協
議
中
。
設

計
業
務
は
８
月
に
委
託
着

手
し
た
。

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

団
体
だ
け
が
利
用

す
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
拠
点
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
自
主
的

な
活
動
、
会
議
等
を
行
う

拠
点
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
を
持
た
れ
た
方
、
こ

れ
か
ら
始
め
た
い
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す

る
方
が
今
ま
で
通
り
に
利

用
で
き
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
や
必
要
と
す
る
方
と
の

橋
渡
し
、
研
修
、
講
座
の

実
施
を
行
う
。
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能

を
有
す
る
施
設
と
し
て
整

備
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
充
実
、
担
い
手
の

育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　

新
施
設
の
概
要
、

　
　
　

大
き
さ
は
。

　
　
　

福
祉
課
長
　

　
　
　
　

平
屋
で
現
施
設

と
同
等
の
も
の
。

　
　
　
　

当
町
は
南
海
ト

　
　
　

ラ
フ
地
震
の
際
に

津
波
発
生
か
ら
30
分
以
内

に
30
㎝
以
上
の
津
波
が
来

る
地
域
と
し
て
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
津
波
対
策
特
別

調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
公

共
施
設
を
平
屋
で
作
る
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
長
　

　
　
　
　

候
補
地
の
周
辺

で
緊
急
避
難
場
所
が
利
用

危険な空き家の外壁

代執行について

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
の

で
平
屋
に
し
た
。

　
　
　
　

新
福
祉
施
設
は

　
　
　

ど
こ
の
所
有
に
な

る
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
長　

　
　
　
　
町
の
所
有
物
に

な
る
。

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設

　
　
　

の
見
込
み
が
な
い

今
、
中
央
公
民
館
が
築
45

年
経
っ
て
い
る
。
新
施
設

の
利
用
者
は
、
生
涯
学
習

課
、
福
祉
課
と
い
う
所
管

を
超
え
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

新
施
設
は
社
会

福
祉
協
議
会
を
中
心
に
管

理
運
営
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
し
っ
か
り

と
育
て
る
。
新
施
設
を
改

め
て
３
階
、
４
階
と
す
る

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
必
要

と
な
り
、
維
持
管
理
を
考

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

議
員
の
言
わ
れ

る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

草
木
が
生
い
茂
り
、
ご
み

が
散
乱
、
建
物
の
老
朽
化

も
進
ん
で
お
り
、
危
険
な

状
態
で
あ
る
こ
と
は
認
識

を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

何
度
も
所
有
者
や
御
兄
弟

の
方
と
連
絡
を
取
り
、
周

辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
管
理
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、

空
き
家
の
改
修
に
向
け
相

談
窓
口
の
紹
介
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
行
政
か
ら
の

指
導
、
勧
告
を
経
て
代
執

行
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
説
明
を
し
な
が

ら
、
空
き
家
解
消
に
向
け

て
進
め
て
い
た
。
所
有
者

の
関
係
者
か
ら
、
業
者
と

話
を
進
め
て
い
る
と
の
情

報
を
得
て
い
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
未
確
定

な
部
分
も
あ
る
が
、
早
急

に
こ
の
話
を
進
め
て
解
決

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
し

て
も
助
言
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
後
、
進
み
具

合
に
よ
っ
て
は
法
的
手
段

に
つ
い
て
も
考
え
て
い

る
。

え
る
と
避
難
場
所
に
近
い

と
こ
ろ
に
計
画
し
て
い
る

の
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問

答

問
問

再

再再

再

問

問問

答

答答

答

答

答

答

答答

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

栁 川 平 和 議員 杉 本 雅 照 議員

空き家対策の特例措置について
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一般質問 一般質問

中央雨水幹線の水質検査は

　
　
　
　

中
央
雨
水
幹
線

　
　
　

に
流
れ
る
排
水
は

浮
遊
物
が
発
生
し
、
濁
り

悪
臭
が
あ
り
処
理
さ
れ
る

こ
と
な
く
海
へ
と
排
出
さ

れ
汚
染
が
危
惧
さ
れ
る
。

環
境
問
題
と
し
て
も
原
因

追
及
、
水
質
検
査
を
実
施

し
て
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
排
水
の
流
れ
が

少
な
く
滞
留
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
藻
類
等
が
発
生

と
な
る
現
象
。
汚
染
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

判
断
。
海
で
あ
る
公
共
用

水
域
に
排
出
さ
れ
る
が
法

に
よ
る
排
出
規
制
が
な
い

た
め
水
質
検
査
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

長
期
広
範
囲
に

　
　
　

お
い
て
断
水
が
生

じ
た
場
合
、
水
洗
ト
イ
レ

の
水
。
洗
濯
水
、
災
害
浸

水
時
の
洗
浄
用
水
等
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
。
生
活

水
確
保
の
た
め
地
下
水
が

注
目
さ
れ
る
な
か
井
戸

水
、
ま
た
き
れ
い
な
水
が

　
　
　
　

県
内
市
町
の
接

　
　
　

種
率
が
回
数
ご
と

に
新
聞
で
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
当
町
は
最
低
。
原

因
は
。
ま
た
接
種
率
U
P

の
対
策
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
高
齢
人
口
割
合

が
低
く
若
い
世
代
が
多
い

当
町
は
、
高
齢
化
率
の
高

い
市
町
と
比
べ
る
と
全
人

口
割
算
出
方
法
で
低
く
表

れ
る
。
５
〜
11
歳
の
未
接

種
者
に
個
別
通
知
を
行
い

促
し
て
い
る
。
日
曜
日
接

種
可
能
な
医
療
機
関
も
紹

介
し
て
い
る
。

　
　
　
　

当
町
の
接
種
率

　
　
　

が
低
い
の
は
、
受

診
率
が
高
い
高
齢
者
の
割

合
が
低
い
と
の
こ
と
だ
が

若
い
世
代
の
接
種
率
は
。

汚染が危惧されることはなく、排出規制がないため、
水質検査は考えていない（町長）

長期断水時の
水不足の解消策は
飲用水、生活用水ともに
充足と判断している（町長）

県内最低のコロナワクチン
接種率原因は
受診率の高い高齢人口の割合が低い
ため全人口割では低くなる（町長）

女性の社会進出や就業の支援は
職員の育児休業や部分休業制度等の周知徹底を図る
（町長）

川越中学校の部活動に
校外指導者は
国の働きで休日の部活動の地域移行
を進める方向性が示された（教育長）

　
　
　
　

校
内
・
校
外
の

　
　
　

指
導
者
体
制
は
。

　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

校
内
指
導
者
体

制
は
基
本
的
に
は
複
数
の

顧
問
が
各
部
に
配
置
。
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
は
把
握
し
て
い

な
い
。

　
　
　
　

生
徒
に
満
足
な

　
　
　

指
導
は
。
ま
た
、

校
外
指
導
者
導
入
で
教
員

の
負
担
軽
減
は
。

　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

教
員
数
は
各
教

科
の
授
業
時
数
か
ら
必
要

な
教
員
数
が
決
ま
る
。
未

経
験
の
教
員
も
情
熱
を

持
っ
て
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
る
。

　
　
　
　

存
続
の
難
し
い

　
　
　

部
活
動
や
新
た
な

部
活
の
考
え
は
。

　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

国
の
動
き
と
し

て
、
運
動
・
文
化
部
と
も

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
３

か
年
を
め
ど
に
、
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進

め
る
よ
う
方
向
性
が
示
さ

れ
、
さ
ら
に
学
校
単
位
か

ら
地
域
単
位
の
取
組
へ
と

な
る
。
よ
り
良
い
形
を
目

　
　
　
　

女
性
の
社
会
進

　
　
　

出
な
ど
に
よ
り
、

川
越
町
女
性
会
が
解
散
し

た
が
ど
う
感
じ
た
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
防
災
啓
発
や
環

境
衛
生
に
係
る
活
動
や
地

域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
た
が
、
本
部
役
員
の
担

い
手
不
足
に
よ
り
解
散
と

な
り
、
大
変
残
念
に
感
じ

て
い
る
。

　
　
　
　

女
性
の
声
を
行

　
　
　

政
に
反
映
さ
せ
る

手
段
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
女
性
の
視
点
は

貴
重
な
意
見
、
引
き
続
き

各
種
委
員
会
に
女
性
登
用

や
公
募
で
女
性
の
参

画
を
推
進
す
る
。

　
　
　
　

女
性
職
員

　
　
　

の
活
躍
推
進

体
制
へ
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
令
和
３
年
よ
り

５
か
年
計
画
を
推
進
し
て

お
り
、
育
児
休
業
や
部
分

休
業
制
度
等
の
周
知
徹
底

を
図
る
。

　
　
　
　

職
員
全
体
と
管

　
　
　

理
職
の
男
女
別
人

数
と
比
率
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
次
表
の
と
お
り

　
　
　
　

女
性
職
員
の
相

　
　
　

談
窓
口
は
。

　
　
　

総
務
課
長
　

　
　
　
　

男
女
問
わ
ず
総

陸上部の練習風景

中央雨水幹線

務
課
で
受
け
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
課
長
と
協
議
し

改
善
に
向
け
て
進
め
る
。

指
し
て
話
し
合
い
を
続
け

る
。
　
存
続
の
難
し
い
部
は
な

い
が
、
教
員
の
負
担
軽
減

に
顧
問
の
複
数
配
置
は
喫

緊
の
課
題
。
部
を
減
ら
す

こ
と
を
進
め
て
い
る
が
、

新
た
な
部
の
設
置
は
な
い
。

　
　
　
　

陸
上
部
が
廃
部

　
　
　

に
な
る
と
聞
い
た

が
生
徒
や
保
護
者
へ
の
説

明
は
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
来
年
度
か
ら
陸

上
部
の
募
集
を
停
止
す
る
。

決
定
ま
で
説
明
を
行
い
、

承
諾
を
得
な
が
ら
進
め
て

き
た
。
今
後
、
他
の
部
活

動
も
地
域
移
行
へ
進
め
る

た
め
丁
寧
な
対
応
を
心
掛

け
る
。

豊
富
に
あ
る
事
か
ら
用
水

を
く
み
取
る
、
こ
の
よ
う

な
利
用
方
法
が
あ
る
が
一

考
し
て
は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　
各
小
学
校
に
緊

急
貯
水
槽
各
60
ｔ
、
埋
縄

朝
明
取
水
池
に
最
大
３
’

５
０
０
ｔ
の
水
の
確
保
が

あ
り
飲
用
水
、
生
活
用
水

と
も
に
充
足
し
て
い
る
と

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　

次
表
の
よ
う
に

三
重
県
と
比
べ
る
と
高
く

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　

期
間
は
９
月
30
日

ま
で
と
聞
い
て
い
る
。
集

団
接
種
は
何
回
の
予
定

か
。
近
隣
市
町
の
状
況

は
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長　

　
　
　
　
９
月
は
３
回
の

予
定
。
四
日
市
市
は
２

回
、
菰
野
町
・
朝
日
町
は

１
回
と
聞
い
て
い
る
。

 

判
断
。
よ
っ
て
井
戸
水
に

よ
る
地
下
水
や
用
水
の
利

用
は
考
え
て
い
な
い
。

問答

問

問再

再

答

答

答答

問問
問

問

問再

問問

再

答

答答 答

答

答

答

答

答

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
決
算

各
委
員
会
報
告

モ
ニ
タ
ー
意
見

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

寺本由美 議員 片 山 庄 平 議員

男女別人数と割合

男 60人 48％

女 65人 52％

男 16人 64％

女   9人 36％

職員数
125人

管理職
25人

３回目

37.8

40.9

２回目

52.7

49.3

１回目

53.0

59.6

 

三重県

川越町

12歳～64歳（単位：％）
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人ま の な元気ち

　
10
月
１
日
（
土
曜
日
）
川

越
幼
稚
園
と
４
つ
の
保
育
所

（
園
）（
北
部
、中
部
、南
部
、ひ

ば
り
）で
同
時
に
各
園
庭

で
、
園
関
係
者
、
保
護
者
の

皆
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
十
分
注
意
し
て

園
児
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

運
動
会
が
午
前
中
に
開
催
さ

れ
皆
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
り
、
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
早
川
　
光
男
(記
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

　
　
　
運
動
会
開
催

お 知 ら せ 令和４年 第３回 定例会予定

　傍聴することで町政への知識を深め、町議会の活動方針を
知ることができます。（現在コロナ対策として、傍聴人数の制
限を行っています。）また、本会議当日は、役場１階ロビーのテ
レビにて、議会の模様をライブ配信しています。
　町ホームページでは、過去の会議録（本会議のみ）が閲覧
できます。
　また、録画映像の配信を始めましたのでご覧ください。
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本会議
（開会）

本会議
（閉会）

　
　
ス
リ
ー
エ
ル
の
由
来
は「
L
o
v
e
l
y

（
素
敵
な
）L
i
v
e
l
y（
い
き
い
き
）

L
i
v
e
s（
人
生
）」
の
３
つ
の
L
。
私
た

ち
の
先
輩
が
名
づ
け
始
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
の

歴
史
は
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
と
交
流
す
る
『
和
み
の
つ
ど
い
』
で
お
抹

茶
、
手
作
り
菓
子
を
提
供
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
準
備
の
際
に
会
員
同
士
で
食
べ
て

い
た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
年

で
は
そ
れ
が
定
番
に
。
「
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
」
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
を
励
み
に
長

年
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
活
動
内
容
、
こ
れ
か

ら
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
今
で
は
町
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
届
け
る

お
弁
当
に
一
筆
箋
を
添
え
て
い
ま
す
。
時
々

お
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
今
年
の
夏
休
み
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

行
う
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
連
鶴
を
作
り
ま

し
た
。
そ
の
鶴
は
い
つ
も
の
一
筆
箋
に
添

え
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
元

へ
届
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
誘
い

誘
わ
れ
活
動
が
続

い
て
い
る
の
は
、

誰
か
が
喜
ん
で
く

れ
て
自
分
も
嬉
し

い
、
楽
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る

か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
毎
月
１
回
、
第
１
水
曜
日　
午
前

９
時
30
分
〜
12
時
ま
で　
川
越
町
中

央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
平

成
31
年
に
結
成
し
て
４
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
作
品
は
、
再
生
紙
を
こ
よ
り
に
し

て
ボ
ン
ド
で
固
め
た
平
た
い
ク
ラ
フ

ト
テ
ー
プ
を
編
ん
で
作
り
ま
す
。
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
は
、
６
本
、
８
本
、

12
本
、
24
本
の
こ
よ
り
を
重
ね
た
も

の
で
す
。
身
近
な
テ
ー
プ
で
い
え

ば
、
お
米
を
入
れ
る
袋
の
口
を
結
ぶ

紙
テ
ー
プ
紐
と
同
じ
も
の
で
す
。
こ

れ
を
染
め
て
い
ろ
ん
な
色
を
付
け
て

使
い
ま
す
。
何
色
も
で
き
る
の
で

色
、
柄
を
自
分
な
り
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
作
り
ま
す
。
先
生
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
製
作
す
る
の
で
失
敗
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
い
つ
も
楽
し
く
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ

イ
や
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

ス
リ
ー
エ
ル
(３
L
）

ク
ラ
フ
ト
・ハ
ン
ド
・
サ
ー
ク
ル

　

空
気
が
乾
燥
し
気
温
も
下
が
り
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
過
去
2
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
マ

ス
ク
や
手
洗
い
等
が
徹
底
さ
れ
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
耳
に

す
る
機
会
も
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
年
も
昨
年
同
様
マ
ス

ク
、
手
洗
い
を
徹
底
し
コ
ロ
ナ
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
努
め
て
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
裕
矢
(記
）

総務建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

月日 火 水 木 金 土


